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豊田PCB廃棄物処理事業だより（№185）

１. ＰＣＢ処理安全監視委員会について
８月１９日（月）に、令和元年度第１回「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」（主催：豊田市）が
豊田ＰＣＢ処理事業所で開催されました。

今回の監視委員会では、ＪＥＳＣＯからは豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の処理実績や進捗
状況、周辺環境への影響の状況等を報告し、ＰＣＢ廃棄物処理が順調に進んでいること
をご確認いただきました。

委員の方からＪＥＳＣＯには、令和４年度末の計画的処理完了期限までに全てのＰＣＢ廃
棄物の処理を完了するため、安全操業を継続するようご意見がありました。

豊田市からは、豊田ＰＣＢ廃棄物処理施
設への立入検査の状況及び平成３０年
度ＰＣＢ環境モニタリング調査結果につ
いて、いずれも問題ない状況であったとの
説明がありました。

ＪＥＳＣＯの処理エリアである愛知県、岐
阜県、静岡県、三重県及び７政令市から
は、東海地区広域協議会の取組として、
東海地区ＰＣＢ廃棄物処理計画を策定し、
ＰＣＢ廃棄物保管事業者の掘り起こし等
の取組を進めていることの説明がありま
した。委員の方からは、期限内に処理が
完了するよう、掘り起こしを一層推進する
ようご意見がありました。

環境省からは、ＰＣＢ廃棄物の適正処理
推進に向けた取組として、都道府県市に
よる掘り起こし調査の支援内容やＰＣＢ
廃棄物等の早期処理を呼びかけるテレ
ビＣＭや地方紙等を活用した広報につい
て説明がありました。委員の方からは、視
聴者の関心が高められるようドキュメンタ
リー番組などの提案がありました。
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２. 環境省職員の視察
８月６日（火）に、環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課職員２名が当事業所を視察
されました。

変圧器やコンデンサー等のＰＣＢ廃棄物を
受け入れる工程、ＰＣＢ廃棄物からＰＣＢ油
を抜き取った後に解体して洗浄する工程、
ＰＣＢ油を分解する工程等を視察されまし
た。
視察後には、ＰＣＢ廃棄物の処理に伴って
副次的に発生する運転廃棄物について、
処理が進んでいることをご説明しました。

ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ　第３３回
今回は化学処理による廃PCB等（液状ＰＣＢ廃棄物）の分解（無害化処理）についてご紹
介します。
廃ＰＣＢ等（液状ＰＣＢ廃棄物）を化学的に分解する処理方式には、以下のようなものがあ
ります。

これらの処理方式の中から、豊田ＰＣＢ処理事
業所では、脱塩素化分解方式（反応）を採用して
います。

ＰＣＢ分子のＣｌ（塩素）とアルカリ剤としてのＮａ
（金属ナトリウム）と化学反応させて、ビフェニル
類とＮａＣｌ(塩化ナトリウム)に分解し、無害化処
理をしています。


